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地理情報を利用した斜面都市の地震災害ポテンシャル評価

水田敏彦 長崎総合科学大学紀要

　　　　　　　 37-1

1996 87-94

地理情報を利用した斜面都市の地震災害ポテンシャル評

価―長崎市を事例対象として

水田敏彦・長橋純男 日本建築学会構造系論文集

　　　　　　　 490

1996 237-246

2000年三宅島火山噴火及び伊豆諸島近海の地震災害に関

する「災害現況図」の作成について

木佐貫順一・小野塚良三・関口辰夫 国土地理院時報

　　　　　　　 96

2001 11-22

ナショナルセンターを目指した活断層研究センターの試

み（特集号　地震災害を考える―予測と対策）

佃　栄吉 地学雑誌

　　　　　　　 110-6

2001 808-815

三宅島火山噴火・伊豆諸島近海の地震災害における「災

害現況図」の作成

木佐貫順一・小野塚良三・関口辰夫 地理調査部技術

　ノート

　　　　　　　 19

2002 40-54

地震・地震災害とハザードマップ（特集　ハザードマッ

プ最前線）

熊木洋太 地理

　　　　　　　 48-9

2003 29-33

場所　2003 年 7 月 26日宮城県北部の地震による災害

村山良之・平野信一・松本秀明（他） 地理

　　　　　　　 48-11

2003 43-48

地理情報を利用した秋田市の地震災害危険度評価

水田敏彦・長船正英 東北地域災害科学研究

　　　　　　　 39

2003 43-48

火 災

失火と放火：火災豫防の話

中村義正 　　

博文館 　　

1926 274

火災消防研究

藤野至人 　　

大日本消防學會 　　

1940 722

火災の科学

金原壽郎 　　

力書房 　　

1951 249

建築と火災

内田祥文 　　

相模書房 　　

1953 270

新潟地震火災に関する研究―非常火災対策の調査研究報

告書

消防庁 　　

消防庁 　　

1965 224

自然災害・公害対策技術シリーズ

公害と防災編集委員会 　　

白亜書房 　　

1967 324
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野火止用水と平林寺（研究ノート）

野口　実 史友

　　　　　　　 3

1971 35-39

日本書紀の火災記事について

藤沢典彦 古代研究

　　　　　　　 1

1973 1-7

及川家資料―（亀山藩大目付）勤用式、京都火之御番諸

事覚（史料紹介）

京都府立総合資料館歴史資料課（紹介） 資料館紀要

　　　　　　　 7

1979 71-136

火災をうけた鋼構造物の熱履歴温度の推定法に関する

研究 -1-高力ボルト座金の硬さによる方法

脇山広三・巽　昭夫 日本建築学会論文報告集

　　　　　　　 310

1981 32-42

絶縁被覆電線の劣化履歴と火災危険について

三橋信雄（他） 火災

　　　　　　　 31-1

1981 11-19

火災、地震履歴のあるコンクリートの性質

迫田恵三 東海大学紀要

　　　　　　　 14

1981 263-273

東京灰燼記―関東大震火災

大曲駒村 　　

中央公論社 　　

1981 184

火災の実態から見た危険性の分析と評価―特異火災事例112

東京消防行政研究会 　　

全国加除法令出版 　　

1983 742

近世村落における火事・盗みの検断権と神判の機能

落合延孝 歴史評論

　　　　　　　 442

1987 63-84

野火止用水の歴史散歩路

金井英治 新都市

　　　　　　　 41-9

1987 67-72

建築基準法における防火規定の歴史

高橋　清 建築技術

　　　　　　　 438

1988 159-164

あめりか防火事情 -7-消防の誕生と歴史

関沢　愛 火災

　　　　　　　 39-6

1989 44-49

江戸の火事と火消

山本純美 　　

河出書房新社 　　

1993 280

下町の大火―豆洋灯の火五十戸を灰燼（災害）

長和川和夫 歴史春秋

　　　　　　　 40

1994 42-43

会津における中世・近世の火災（災害）

武藤清一 歴史春秋

　　　　　　　 40

1994 68-77

熊倉町の火災（災害）

柚木伸稲 歴史春秋

　　　　　　　 40

1994 78-99
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走りと盗みと差火、鶴と鯨―天和二・三年御留守居所

日記を読む

吉積久年 山口県文書館研究紀要

　　　　　　　 21

1994 19-54

近世都市における都市開発―宝永 5 年京都大火後の新地

形成をめぐって

鎌田道隆 奈良史学

　　　　　　　 14

1996 61-75

オフィスの防災を考える：オフィス防災マニュアル

日本建築センターオフィスの防災マニュアル編集委員

会編 　　

日本建築センター 　　

1996 241

小用鋳物師遺品集成（2）火の見の半鐘

島野隆司 埼玉県立歴史資料館研究紀要

　　　　　　　 19

1997 117-132

金沢城の「慶長火災」について

浜岡伸也 石川県立歴史博物館紀要

　　　　　　　 10

1997 9-22

火災便覧

日本火災学会 　　

共立出版 　　

1997 1673

江戸における情報音をめぐって―時刻・火災の報知など

を中心に（特集「情報」から都市を読みとく＜シンポジ

ウム＞）

浦井祥子 史潮

　　　　　　　 44

1998 4-35

解説　インドネシアの森林火災の実態と背景

黒田洋一 歴史と地理

　　　　　　　 512

1998 16-19

火災；情報システム

阪神・淡路大震災調査報告編集委員会、日本建築学会　　

丸善 　　

1998 517

江戸の災害と住民意識―火災を中心に（特集　都市―

その設計の構想）

小沢詠美子 史潮

　　　　　　　 46

1999 4-21

古文書を読む　飛脚屋よりの火災報知状（小西新右衛門

氏文書）

石川道子 歴史研究

　　　　　　　 459

1999 52-57

貞観 8年応天門失火事件と新羅賊兵（東京歴史科学研究

会第 34回大会個別報告）

山崎雅稔 人民の歴史学

　　　　　　　 146

2000 1-13

火災調査の歴史―建築物の避難安全計画に果たしてきた

役割（特集　20世紀の建築防災―災害と技術（15））

北後明彦 建築防災

　　　　　　　 273

2000 27-39

＜石油と歴史　外論＞列車火災と自動車火災（特殊災害

と消防活動―地下鉄サリン事件から 5 年）

中川　登 近代消防

　　　　　　　 38-9

2000 220-226
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技術発達過程における動力機械論（4）火と燃焼、道具の

歴史、安全と教育の思想、技術の定義、「理研」ユニーク

な研究態勢と試作工場など

遠藤博宣 機械の研究

　　　　　　　 52-7

2000 801-808

〔歴史のひろば〕小学校の地域学習―野火止用水の記述を

中心に

山口　勇 歴史評論

　　　　　　　 598

2000 64-73

消防から見た石油と歴史＜外論＞外国での林野火災対策

中川　登 近代消防

　　　　　　　 38-1

2000 112-116

那智の歴史と文化を火災から守る　自然水貯水型消防

水利施設

清水　均 月刊消防

　　　　　　　 23-10

2001 64-68

考証　真実の江戸時代像に迫る（9）火附盗賊改とはなにか

山本博文 月刊歴史と旅

　　　　　　　 28-6

2001 114-117

消防から見た石油と歴史（外論）燃焼の三要素と四要素

（2）三要素と消火

中川　登 近代消防

　　　　　　　 39-4

2001 82-87

地震火災から文化財を守るために

土岐憲三 　　

NPO法人「災害から文化財を守る会」 　　

2001 30

古文書を読む　火事の状況を伝える書状（神山家文書）

庄司恵一 歴史研究

　　　　　　　 44-1

2002 62-67

伝統木造土壁による防火・準耐火構造の開発―性能規定

のもとでの歴史的町並みの再興の試み（特集　性能によ

る防火設計の行方―第 1部　性能規定の現状と今後）

安井　昇 建築技術

　　　　　　　 635

2002 134-137

江戸における防火政策―嘉永 5 年「火之元取締令」を

めぐって

小沢詠美子 史潮

　　　　　　　 52

2002 73-91

火附盗賊改の組織と活動（特集　鬼平と江戸の名奉行―

第一部　長谷川平蔵篇）

桜井昭男 歴史読本

　　　　　　　 47-10

2002 104-109

金沢大火と城復興疑惑（特集　利家とまつをめぐる女たち

―利家とまつ 11 の危機―百万石への道）

木越祐馨 歴史読本

　　　　　　　 47-9

2002 102-105

消防から見た石油と歴史・外論　水と喧嘩と火事と（前篇）

中川　登 近代消防

　　　　　　　 40-1

2002 116-120

消防から見た石油と歴史・外論　水と喧嘩と火事と（後篇）

中川　登 近代消防

　　　　　　　 40-2

2002 88-91
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火災と建築

日本火災学会 　　

共立出版 　　

2002 340

イラスト歴史トレッキング「日本に生きる」（11）江戸の

火消組織

中西立太 歴史読本

　　　　　　　 48-11

2003 22-25

自然水利を活用して木造文化遺産を守る「環境防災水利」

の提案―京都市最古の建築物を対象として（特集　歴史

的伝統建築物の防火対策を巡る最近の話題）

大窪健之・小林正美 火災

　　　　　　　 53-5

2003 14-22

木造土壁の防火性能（特集　歴史的伝統建築物の防火

対策を巡る最近の話題）

長谷見雄二 火災

　　　　　　　 53-5

2003 23-28

京都における町並み景観の保存に関する新制度―「京都

市伝統的景観保全に係る防火上の措置に関する条例」に

ついて（特集　歴史的伝統建築物の防火対策を巡る最近

の話題）

溝上省二 火災

　　　　　　　 53-5

2003 29-34

京都における町家の防火と景観の再生（特集　歴史的伝

統建築物の防火対策を巡る最近の話題）

大谷孝彦 火災

　　　　　　　 53-5

2003 35-40

古文書を読む　出火取り調べ書（大原家文書）

庄司恵一 歴史研究

　　　　　　　 45-9

2003 63-69

家綱時代　江戸城天守閣焼失事件―江戸と江戸城を焼き

つくした明暦の大火（特集　江戸城の 400年―江戸城 400

年事件史）

祖田浩一 歴史読本

　　　　　　　 48-8

2003 106-109

宝暦火災以前の金沢城絵図―竹下家文書所収「金沢城絵

図」の分析

濱岡伸也 石川県立歴史博物館紀要

　　　　　　　 15

2003 123-141

都市の大火と防火計画―その歴史と対策の歩み

菅原進一著 　　

共立出版 　　

2003 235

歴史的建造物を対象とした市街地の地震火災延焼危険度

評価の試み―金沢市におけるケーススタディ

宮島昌克・福永智之・北浦　勝 日本海域研

　　　　　　　 35

2004 21-28

鳥取にて―地震・大火で傷んだ町での歴史的文化財保存

渡辺一正 建築の研究

　　　　　　　 161

2004 17-19

建物の火害診断及び補修・補強方法

日本建築学会 　　

丸善 　　

2004 140

豊島区立郷土資料館調査報告書第16集　豊島の集団学童

疎開資料集 8　日記・書簡編Ⅶ：仰高国民学校；山田温

泉火災関係資料：池袋第五国民学校

豊島区立郷土資料館 　　

豊島区教育委員会 　　

2004 122




